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わ
ガ
匿
の
原
子
力
開
発
利
用
の
先
駆

的
役
割
り
を
果
し
て
い
る
¥
大
洗
町
内

の
景
子
力
施
設
で
あ
る
動
燃
事
業
関
園

大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー
と
療
研
・
大
洗
研

究
所
を
去
る

4
月
2
日
(
山
人
)
山
東
昭
子

国
務
大
臣
・
科
学
技
術
庁
長
官
、
力
視
察

の
た
め
来
町
し
ま
し
た
。

動
燃
事
業
自
・
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー

に
定
刻
ど
お
り
¥
午
後
刊
は
時
品
分
自

著
¥
出
迎
え
だ
動
撚
の
職
員
の
嵩
さ
ん
山

の
湿
ガ
い
抽
手
を
受
け
¥
に
こ
や
か
に

会
釈
し
な
ガ
ら
歓
迎
に
こ
た
え
て
い
ま

iυ
台

ι
。

一
示
館
岡
撞
室
で
は
¥
竹
内
副
知

事
¥
竹
内
大
洗
由
)
畏
¥
和
田
議
会
議
長
¥

顕
子
力
施
設
代
表
者
の
方
々
と
親
し
く

懇
談
し
て
い
ま
し
だ
。

そ
の
後
¥
大
洗
の
原
子
力
施
設
の
概

況
の
説
明
を
受
け
疋
山
東
長
官
は
動
燃

事
業
盟
・
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー
の
高
速

実
験
炉
寸
常
陽
」
を
視
察
¥
続
い
て
¥

3
月
句
己
に
蕎
工
¥
建
設
の
進
ん
で
い

る
顕
研
・
大
洗
研
究
所
の
高
温
工
学
試

験
研
究
炉

(
H
T
T
R〉
の
建
設
現
場

を
視
察
し
¥
決
の
視
察
先
の
原
研
・
東

海
罰
究
所
ヘ
向
か
い
ま
し
た
。

私
伊
山
東
長
宮
と
握
手
す
る
竹
内
町
長

必動燃職員の歓迎を受ける山東長官

際
高
温
工
学
試
験
研
究
炉
建
設
現
場
を
視
察
す
る

山
東
長
官

新
緑
の
季
節
に
な
る
と
、
吋
茶
摘

み
』
(
文
部
省
唱
歌
)
の
歌
を
思
い
出

す
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
た
す
き
が

け
に
す
げ
の
笈
の
い
で
立
ち
で
手
摘

み
を
す
る
光
景
は
、
い
ま
で
は
観
光

ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
し
か
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

手
摘
み
さ
れ
た
新
茶
を
ロ
に
す
る
う

れ
し
さ
は
、
い
ま
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

茶
摘
み
の
時
期
は
場
所
に
よ
っ
て

遠
い
ま
す
が
、
だ
い
た
い
八
十
八
夜

あ
た
り
か
ら
最
盛
期
に
な
り
ま
す
。

八
十
八
夜
と
い
う
の
は
、
立
春
か
ら

八
十
八
日
自
の
こ
と
で
、
今
年
は
五

月
二
日
が
そ
の
日
に
当
た
り
ま
す
。

新
茶
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
い
わ
ゆ

る
一
番
茶
の
こ
と
で
、
四
月
の
中
ご

ろ
か
ら
六
月
初
め
く
ら
い
に
摘
ん
だ

茶
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
最
近
は
、

保
存
・
包
装
の
技
術
が
発
達
、
普
及

し
、
新
茶
の
味
と
来
日
り
を
一
年
中
楽

し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
四
十
年
代
の
後

半
か
ら
、
日
本
茶
は
紅
茶
や
ウ
ー
ロ

ン
茶
に
押
さ
れ
て
、
消
費
量
が
減
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク
が
昭
和
四

十
八
年
度
で
、
一
人
当
た
り
年
間
千

三
十
五
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、
一
平
成
ニ

年
度
は
一
人
当
た
り
七
百
四
十
グ
ラ

ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
と
こ
ろ
の
健
康
志

向
で
、
お
茶
は
自
然
が
く
れ
た
最
高

の
保
健
欽
料
と
し
て
、
再
認
識
さ
れ

始
め
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
か
野
に
も
山
に
も
若

葉
が
茂
る
。
季
節
に
合
わ
せ
て
、
コ
一

月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
「
国
土
繰

化
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中

心
と
な
る
行
事
が
「
全
国
育
樹
祭
」

で
す
。
今
年
は
五
月
二
十
六
日
(
日
)

に
、
京
都
府
宇

治
市
の
「
府
民

ふ
れ
あ
い
の
森
L

で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
が
、

5
月

ロ
日
か
ら
5
月
四
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま

す。
日
常
生
活
に
お
い
て
、
役
所
や
N
T

T
、
J

R
、
公
団
等
が
お
こ
な
っ
て
い

る
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
要
望
等
を

お
持
ち
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

A
M
 行
政
相
談
員
は
、
こ
の
よ
う
な
苦
情

や
要
望
等
に
関
し
て
相
談
を
受
け
て
、

中
立
・
公
平
な
立
場
か
ら
住
民
と
関
係

の
役
所
な
ど
と
の
間
に
立
っ
て
話
合
い

等
を
行
い
、
問
題
解
決
の
た
め
効
力
す

る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
行
政
相
談
員

は
、
行
政
分
野
に
明
る
く
、
し
か
も
地

域
住
民
の
た
め
に
活
動
し
て
く
れ
る
民

聞
の
方
々
で
す
。

こ
の
行
政
相
談
委
員
に
平
成
3
年
4

月
1
日
付
け
で
高
柳
隆
雄
さ
ん
が
総
務

庁
長
宮
か
ら
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

高
柳
さ
ん
は
、
自
宅
や
、
心
配
ご
と

相
談
所
等
で
、
常
時
相
談
を
受
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。行

政
栂
談
員

高

槻

隆

雄

大
貫
町
2

2

6

1
番
池

電
話

6
7
1
3
8
1
5

平
塚
茂
三
議
伸
機
会
開
開
催
さ
れ

平成31f'-5F15日

去
る
3
月
払
日
大
洗
文
化
セ
ン
タ

i

で
、
早
坂
茂
三
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し

た
早
坂
茂
コ
一
さ
ん
は
、
「
湾
岸
戦
争
と

今
後
の
政
局
に
つ
い
て
」
の
演
題
で
、

湾
岸
戦
争
終
結
後
の
イ
ラ
ク
情
勢
や
今

話
題
に
な
っ
て
い
る
ソ
連
と
日
本
の
関

係
、
世
界
の
政
治
の
動
き
な
ど
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
い
間
の
秘
書
生
活
を
通
し

て
知
っ
た
、
た
く
さ
ん
の
政
治
家
と
の

交
友
話
題
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、

2
時
間
余
り
に
わ
た
り
わ
か
り
や
す
く

講
演
さ
れ
、
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
人
々
は
、
時
間
の

た
つ
の
も
忘
れ
、
話
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。児

童
福
祉
遭
関

5
用

5
B
i村
田

き
わ
や
か
な
五
月
晴
れ
の
空
に
こ

い
の
ぼ
り

i
i。
都
会
で
は
こ
ん
な

光
景
を
見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。

心
身
と
も
に
健
や
か
に
、
明
る
い

子
ど
も
に
成
長
す
る
よ
う
に
・
・
・
・
・
・
そ

ん
な
親
た
ち
の
顕
い
が
込
め
ら
れ
て
、

5
月
5
日
は
「
こ
ど
も
の
日
」
。

そ
し
て
こ
の
臼
か
ら
1
週
間
、
児

童
福
祉
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

投雲葉芸撃は32固83パーセ

統
一
地
方
選
挙
の
第
一
弾
と
し
て
、

茨
城
県
知
事
選
挙
が
、
去
る
4
月
7
g

投
票
、
即
日
開
票
の
結
果
、
現
職
知
事

竹
内
藤
男
氏
が
、
新
人
の
鈴
木
武
氏
を

大
差
で
破
り
当
選
、
祭
政
史
上
最
長
の

5
選
を
果
し
ま
し
た
。

こ
の
選
挙
の
棄
権
防
止
の
た
め
、
大

洗
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、

4
月
3
白
か
ら
6
8
ま
で

(
4
日
間
)

午
前
6
時
叩
分
か
ら
7
時
加
分
ま
で
と

午
後
5
時
加
分
か
ら
6
時
加
分
ま
で
は

大
洗
駅
前
、
午
後
4
時
か
ら
5
時
却
分

ま
で
は
セ
イ
ブ
ス
ト
ア
前
と
デ

i
リ
i

ス
ト
ア
前
で
、
通
勤
客
や
買
物
客
に
チ

ラ
シ
や
カ

i
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
手
渡
し

棄
権
防
止
運
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

当
町
で
の
選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。
O
選
挙
当
日
の
有
権
者
数

一
五
、
八
王
六
人

(
男
七
、
七
一
一
五
人
)

(
女
八
、
一
三
一
人
)

O
投
票
人
員
五
、
一
一

O
五
人

(
男
二
、
四
九

O
人
)

(
女
二
、
七
一
五
人
)

O
投
票
率
三
二
・
八
一
二
%

(
男
一
一
一
一
了
二
一
一
一
%
)

(
女
三
一
二
・
三
九
%

。
有
効
投
票
五
、
一
四
三
票

O
無

効

投

票

六

一

索

。

持

ち

帰

り

一

索

。
候
補
者
別
得
票
数

竹

内

藤

男

(

無

所

属

)

回
、
六
二
五
背
景

木

武

(

無

所

属

)

五
一
八
禁

鈴

惨
大
洗
駅
で
知
事
選
挙
の
投
票
を
呼
び

か
け
る
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

の
比
由
さ
ん
。

の投翻一一間率

那
珂
湊
市
・

:
:
:
:
U
-
出

%

常
澄
村
・
:
:
:
:
出
a

日

%

茨
城
前
:
・

:
:
:
m
-
回

%

旭
村
:
・
:
:
:
出
・
日
%

平
成
3
年
4
月
1
臼
付
で
、
職
員
の

人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

〔
管
理
職
〕

O
総
務
課
専
門
担
当
、
主
査

↓

入

賞

正

則

(
水
道
課
長
)

O
水
道
謀
長
宮

本

友

安

(
農
林
水
産
課
長
)

O
農
林
水
産
課
長

芳

賀

真

一

(
町
民
会
館
管
理
係
長
)

O
土
地
開
発
公
社
事
務
局
長

大

谷

常

夫

(
農
林
水
産
課
農
政
係
長
)

〔
係
長
職
〕

。
農
林
水
産
諜
農
政
係
長

江

幡

武

男

(
農
林
水
産
課
技
師
)

O
町
民
会
館
技
幹

大

川

正
(
町
民
会
館
主
事
)

男 女 計
投票区
有権者数 投票者数 投票率 有権者数 投票者数 投票率 有権者数 投票者数 投票率

人 人 % 人 人 % 人 人 % 

第 1 1，447 463 32.00 1，492 493 33.04 2，939 956 32.53 

第 2 1，323 349 26.38 1，455 422 29.00 2，778 771 27.75 

第 3 493 184 37.32 521 202 38.77 1，014 386 38.07 

第 4 1，121 321 28.64 1，179 365 30.96 2，300 686 29.83 

第 5 904 298 32.96 964 306 31. 74 1，868 604 32.33 

第 6 413 156 37.77 444 184 41.44 857 340 39.67 

第 7 570 221 38.77 619 221 35.70 1，189 442 37.17 

第 8 742 223 30.05 692 228 32.95 1，434 451 31.45 

第 9 505 178 35.25 549 201 36.61 1，054 379 35.96 

第 10 207 97 46.86 216 93 43.06 423 190 44.92 

合計 7，725 2，490 32.23 8，131 2，715 33.39 15，856 5，205 32.83 

〔
一
般
職
)

O
農
林
水
産
課
農
政
係
、
玉
事

楽

関

敏

行

(
水
道
課
営
業
係
技
師
)

O
教
育
委
員
会
社
会
体
育
係
、
玉
事

川

上

朱

美

(
農
林
杢
産
諜
農
政
係
、
主
事
)

O
町
民
会
館
、
豆
一
挙

篠

崎

紀

代

子

(
祝
町
小
学
校
、
玉
事
)

O
土
地
開
発
公
社
、
主
事

山

本

英

二

(
総
務
課
管
財
係
、
玉
事
)

O
第
二
保
脊
所
保
母

坂

本

と

よ

(
第
一
保
育
所
保
母
)

O
祝
町
小
学
校
調
理
師

桜

井

勝

美

(
大
賞
小
学
校
調
理
師
)

O
大
賞
小
学
校
調
理
師

中

村

久

代

(
一
友
海
小
学
校
調
理
師
)

O
夏
海
小
学
校
調
理
師

小
野
瀬
か
つ
江

(
南
中
学
校
調
理
師
)

O
土
問
中
学
校
調
理
師

小

汚

節

子

(
第
一
中
学
校
調
理
師
)

〔
暫
抹
職
員
〕

O
住
民
課
主
事

佐

藤

邦

夫

O
厚
生
課
主
事

大

部

英

俊

O
総
務
課
事
務
補

長

谷

川

満

O
農
林
水
産
謀
事
務
補

沼

田

晃

江

〔
退
職
者
〕
(
平
成
3
年
3
月
旧
日
付
)

O
町
長
公
室
専
門
担
当
主
査

青

木

栄

五

郎

O
総
務
課
一
専
門
担
当
主
査

川

崎

義

男

O
総
務
課
技
斡

加

藤

木

元

一

O
住
民
課
主
幹

宮

崎

典

夫

O
第
二
保
育
所
保
母

小

松

直

子

。
祝
町
小
学
校
調
理
師

山

本

和

子

。
南
中
学
校
用
務
手

藤

沼

勝

次

。
盟
畏
年
金
円
L
H
跡
保
験
料
免
除
制
度
、
か
あ
り
ま
す

②
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

や
ら
い
予
防
法
に
よ
る
生
活
援
助

を
受
け
て
い
る
と
き
。

③
国
立
の
ら
い
療
養
所
な
ど
に
収

容
さ
れ
て
い
る
と
き
。

ω申
請
免
除
と
は

第
一
号
被
保
険
者
が
、
次
の
よ
う

な
理
由
で
、
茨
城
県
知
事
に
申
請
し
、

承
認
さ
れ
れ
ば
保
険
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。①
所
得
が
な
い
と
き
。

②
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

以
外
の
扶
助
主
再
げ
て
い
る
と
き
。

③
地
方
税
法
に
定
め
る
樟
害
者
ま

た
は
寡
端
で
あ
っ
て
、
年
間
の
所

得
が
一

O
O万
円
以
下
の
と
き
。

④
そ
の
他
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
著
し
く
困
難
な
と
き
。

(
免
除
期
間
は
年
金
を
受
け
る
期
間

と
な
り
ま
す
)

こ
の
免
徐
を
受
け
た
期
間
は
、
保

倹
料
を
受
け
る
た
め
の
期
間
と
し
て

計
算
さ
れ
ま
す
匂
(
納
め
て
い
る
場
合

の
三
分
の
一
の
額
で
計
算
さ
れ
ま
す
)

(
免
除
申
請
の
手
続
は
J

役
場
年
金

係
で
)
保
険
料
が
ど
う
し
て
も
納
め
ら
れ

な
い
時
は
、
未
納
の
ま
ま
放
置
し
な

い
で
、
免
除
の
申
請
手
続
を
、
役
場

年
金
係
で
し
て
下
さ
い
。

。
サ
ラ
リ

i
マ
ン
の
奥
さ

こ
ん
思
と
き
院
協
手
続
審

7・

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
「
第
の
で
す
。

一
二
号
被
保
険
者
」
と
し
て
、
毘
民
年
こ
の
手
続
を
忘
れ
ま
す
と
、
受
け

金
に
も
れ
な
く
加
入
し
て
い
る
こ
と
と
る
年
金
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
場
合

思
い
ま
す
。
加
入
手
続
き
さ
え
し
て
に
よ
っ
て
は
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

お
け
ば
、
保
険
料
は
ご
主
人
が
加
入
な
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
そ
の
つ
ど

し
て
い
る
年
金
制
度
が
、
ま
と
め
て
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

負
担
し
て
く
れ
ま
す
の
で
安
心
で
て

し
か
し
、
一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、

そ
の
後
は
一
切
の
手
続
き
が
不
要
・
:

.
・
・
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

た
と
え
ば
、
ご
、
五
人
が
会
社
を
退

職
し
た
り
、
奥
さ
ん
の
収
入
が
増
え

て
ご
、
玉
人
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
場

合
等
、
そ
の
つ
ど
手
続
き
が
必
要
な

ど
う
し
て
も
納
め
ら
れ
な
い
と
き

「
役
場
」
へ
ご
椙
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
農
林

漁
業
や
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の

自
営
業
の
方
と
学
生
(
第
一
号
被
保

険
者
)
は
、
所
得
の
多
少
に
か
か
わ

り
な
く
、
月
額
九
、

0
0
0円
の
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
長
い

加
入
期
間
に
は
、
経
済
的
な
環
白
な

ど
に
よ
り
、
月
々
の
保
倹
料
を
納
め

た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
い
と
き
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
国
民
年
金
制
度
に
は
、

法
律
で
定
め
ら
れ
た
要
件
に
該
当
す

れ
ば
自
動
的
に
保
険
料
の
納
付
が
免

除
さ
れ
る
「
法
定
免
除
」
と
、
所
得

が
少
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
本

人
が
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る

「
申
請
免
除
」
と
い
う
ニ
つ
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

川
法
定
免
除
と
は

第
一
号
被
保
険
者
が
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
た
と
き
は
、
そ
の
簡

の
保
検
料
が
免
徐
さ
れ
ま
す
。

①
樟
窓
口
基
礎
年
金
、
ま
た
は
厚
生

年
金
等
か
ら
障
害
年
金
を
受
け
て

い
る
と
き
。



ら議う事まお 平成3年5月58も百

去
る
3
月
町
四
日
神
山
町
金
竜
泉
で
、

大
洗
町
消
防
団
(
谷
田
部
吉
蔵
団
長
外

2
1
5
名
)
の
春
季
消
助
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
春
の
火
災
運
動
の
一

環
と
し
て
、
各
消
防
分
間
相
互
の
連
絡

協
調
と
併
せ
て
団
員
の
士
気
高
揚
と
消

防
技
術
の
向
上
の
た
め
毎
年
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

今
回
は
、
水
利
確
保
が
国
難
な
火
災

現
場
を
想
定
し
て
、
消
防
車
3
ム
口
の
中

継
に
よ
り
、

6
0
0
m
の
長
さ
に
ホ
ー

ス
を
延
長
し
、
多
口
放
水
を
行
い
ま
し

た
田
口
貝
の
皆
さ
ん
は
、
本
番
き
な
が
ら

の
訓
練
に
汗
だ
く
で
取
り
組
ん
で
お
り

ま
し
た
。
最
近
、
火
災
の
発
生
が
多
く
な
っ
て

お
り
ま
す
、
皆
さ
ん
も
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

(3)第233号

去
る
4
月
8
8
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー

で
、
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
に

よ
る
献
血
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
町
民
の
方
々

理帯

唱事

が
、
献
血
に
協
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
従
来
の

2
0
0
d
・

4
0
0
M
の
一
般
献
血
に
加
え
、
血

※
 

液
中
の
血
楽
(
け
っ
し
よ
う
)
だ
け
を
、

装
置
を
用
い
て
献
血
し
て
い
た
だ
く
成

分
献
血
に
も
多
く
の
方
が
、
献
血
さ
れ

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
善
意
が
、
尊
い
生
命
を
救

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

献
血
の
輸
が
も
っ
と
広
が
り
ま
す
よ

う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。※
宜
黙
と
は
、
血
液
中
の
栄
養
分
を

体
内
の
各
組
織
に
供
給
し
、
体
内
に
で

き
た
老
廃
物
を
運
び
出
し
ま
す
。
ま

た
、
血
小
板
と
共
に
止
血
の
役
割
も
果

し
ま
す
。

カ

岡崎

宅建砲p-

平
成
3
年
新
入
学
児
童
(
鹿
児
)
の

交
通
事
故
防
止
運
動

(
4
月
6
日
か

ら
日
日
)
期
間
中
の
去
る
、

4
月
7
日

(
臼
)
に
泉
友
会
(
関
根
精
一
会
長
外

日
名
)
の
皆
さ
ん
が
、
昨
年
に
続
き
今

年
も
カ

i
ブ
ミ
ラ

i
の
清
掃
と
点
検
作

業
奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
会

員
の
皆
さ
ん
は
、
町
内
を
各
地
区
別
に

別
れ
、
各
自
が
持
ち
ょ
っ
た
ガ
ラ
ス
ク

リ
i
ナ
等
の
清
掃
用
具
を
使
い
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
を
磨
い
た
り
、
曲
が
っ
た
ミ

ラ
i
の
調
整
に
尊
い
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。会
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

運
転
者
の
皆
さ
ん
、
こ
の
様
な
陰
の

奉

仕

努
力
に
報
い
る
た
め
に
も
、
交
通
ル

i

ル
を
よ
く
守
り
、
事
故
を
お
こ
さ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

大
洗
地
一
区
輪
業
組
合
(
古
沢
岳
製
雄
会

長
他
6
名
)
で
は
、
毎
年
中
学
生
が
、

遠
距
離
通
学
に
使
用
し
て
い
る
、
自
転

車
の
点
検
・
謂
整
の
奉
仕
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
も
、
去
る
4
河
川
品
臼
に
組
合
員

の
皆
さ
ん
が
、
朝
早
く
か
ら
南
中
に
集

ま
り
、
自
転
率
の
点
検
と
調
髪
、
修
繕
、

整
備
不
良
率
に
つ
い
て
の
指
摘
や
、
自

転
車
の
傷
害
保
険
で
あ
る
、

T
-
S
7

1
ク
の
推
進
を
図
。
ま
し
た
。

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
毎
日
乗
っ
て
る

愛
車
が
、
整
備
さ
れ
と
て
も
萎
ん
で
い

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
、
交
通
事
故
の
恐
ろ
し
き

を
、
十
分
認
識
さ
れ
、
自
転
車
は
い
つ

も
正
常
な
状
態
で
、
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

寸

Isi--sisilu--sis-sibi--ilis

大
洗
町
へ
英
語
指
導
助
手
と
し
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
よ
り
来
日
さ
れ
、

中
学
校
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
、
リ
サ
・

ジ
ェ

l
ン
・
ベ
ル
さ
ん
に
原
稿
を
お

願
い
い
た
し
ま
し
た
。

リ
サ
さ
ん
は
、
平
成
一
万
年
8
月
に

来
町
さ
れ
て
か
ら
、
県
内
は
も
と
よ

り
、
日
本
各
地
を
旅
行
さ
れ
、
日
本

に
つ
い
て
、
勉
強
さ
れ
て
お
り
ま
み
九

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
①

リ
サ
・

J
-
ベル

私
が
日
本
へ
来
て
、
も
う
す
ぐ
二

年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
患
い
ま
寸
九

百
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
も

…
大
き
な
違
い
は
、
百
本
は
単
一
民
族

一
で
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
複

昭
和
田
年
よ
り
新
し
い
街
づ
く
り
を

進
め
て
い
た
、
磯
道
・
見
附
窪
土
地
区

画
整
理
事
業
(
施
工
面
積
6
・
5
h
・

総
事
業
費
6
5
2
百
万
円
)
が
平
成
3

年
3
月
詑
臼
を
も
っ
て
竣
工
い
た
し
ま

し
た
。こ
の
土
地
区
画
祭
理
事
業
は
、
流
通

港
湾
の
稼
働
等
に
伴
う
増
加
人
口
の
受

け
血
づ
く
り
の
た
め
、
住
宅
地
造
成
及

ぴ
、
火
葬
場
・
町
営
公
園
基
地
の
進
入

道
路
の
繋
備
を
、
主
目
的
と
し
て
組
合

(
深
作
惣
治
理
事
長
他
祐
名
)
を
設
立

し
、
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
地
区
は
、
県
道
水
戸
鉾
出
佐
原

線
と
県
道
那
珂
湊
大
洗
線
が
交
世
一
定
す
る

と
こ
ろ
に
位
置
し
、
近
く
に
常
陽
明
治

記
念
館
・
大
洗
ゴ
ル
フ
場
等
の
施
設
も

あ
り
、
大
洗
町
の
顔
と
な
る
だ
け
に
、

数
の
民
族
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
。

第
二
次
大
戦
後
、
聞
を
超
え
る
国
々

の
人
々
が
、
今
世
紀
最
大
の
大
移
動
を

行
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
原
住
民

(
ア
ボ
リ
ジ
ニ
)
と
先
住
移
民
で
あ
る
イ

ギ
リ
ス
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
様
々
な
人
々
が
交
錯
し
合

ぃ
、
一
言
語
・
習
慣
・
文
化
の
混
じ
り
あ

っ
た
社
会
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
の

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
、
こ
の
こ
と
を
、
当
然

の
事
と
し
て
、
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

組
合
員
一
問
、
景
観
づ
く
り
に
気
を
配

り
、
公
関
墓
地
入
口
を
標
示
す
る
門
柱

を
石
材
で
設
透
、
周
囲
に
モ
ダ
ン
な
街

路
灯
目
茶
一
を
設
置
、
道
路
に
百
出
し
た
生

け
垣
を
紅
か
な
め
も
ち
で
、
統
一
植
栽

し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
地
医
に
「
上
の
山
遺
跡
」

が
あ
っ
た
こ
と
を
、
後
世
に
伝
え
る
た

め
、
稲
白
石
の
原
お
(
叩

t
)
の
砕
を

地
区
中
央
に
位
置
す
る
公
閣
に
設
置

し
、
景
観
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
建
物
の
色
の
統
一
(
白
を

基
調
と
し
た
色
彩
)
・
植
栽
・
火
災
予

防
の
た
め
の
空
き
地
管
理
な
ど
、
地
区

住
民
の
協
力
で
住
環
境
の
整
備
を
進
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
J
 

こ
れ
は
、
大
戦
後
の
こ
と
で
、
大

戦
前
の
単
一
民
族
時
代
に
幼
年
期
を

過
ご
し
た
、
私
の
両
親
の
世
代
は
、

ち
ょ
う
ど
、
日
本
の
子
供
達
が
、
外

宙
人
に
対
し
て
感
じ
る
、
驚
き
や
好

奇
、
ち
ょ
っ
と
恐
い
と
思
う
気
持
と

同
じ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

よ
く
、
「
単
語
だ
け
で
も
話
は
通

じ
る
」
と
い
い
ま
す
が
、
様
々
な
国

か
ら
移
住
し
て
間
も
な
い
子
供
同
士

は
、
不
完
全
な
英
語
カ
し
か
持
つ
て

な
い
の
に
、
お
互
い
を
理
解
し
、
友

情
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

私
は
、
こ
の
こ
と
に
非
常
に
感
銘

し
ま
し
た
。

ま
た
、
問
中
~
意
を
持
っ
て
真
剣
に
相

手
の
立
場
を
考
え
る
こ
と
が
、
お
五

い
を
理
解
す
る
た
め
の
、
一
一
言
葉
と
文

化
の
谷
間
に
か
け
る
橋
な
の
だ
と
い

う
こ
と
を
、
こ
の
二
年
間
の
日
本
で

の
生
活
で
、
学
ぴ
ま
し
た
。

i
i
i
i
i
i
I
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ふ
1
6

年
C

初
蝶
の
来
て
横
切
り
ゆ
く
母
の
前

磯

浜

浅

見

道

子

〔
評
〕
風
に
乗
っ
て
現
わ
れ
た
蝶
が

ゆ
っ
く
り
と
母
の
前
を
横
切
っ
て
ゆ
花
冷
の
句
碑
去
り
難
く
た
も
と
ほ
る

く

。

今

年

初

め

て

見

る

蝶

で

あ

る

。

新

町

加

藤

宗

一

小
さ
な
燥
が
、
母
に
泰
を
も
た
ら
し
句
集
手
に
臥
す
ほ
ど
も
な
く
春
の
嵐
邪

て

呉

れ

た

の

で

あ

る

。

髭

釜

稲

田

富

穂

子
供
ら
の
声
の
弾
ん
で
潮
干
狩

明

神

町

自

国

一

郎

鳴
き
連
れ
て
鴨
引
き
ゆ
く
や
沼
の
空

磯

浜

村

沢

み

ち

を

桜
鯛
贈
り
入
学
祝
ひ
け
り

角
一
前
田
胤
車
問
嵐

記
念
館
松
の
中
な
る
花
こ
ぶ
し

大

貫

田

山

俊

男

お
祭
の
や
う
に
蛤
踏
む
人
出

明
神
町
小
松
崎
十
士
口

酒
断
つ
と
云
ひ
し
友
透
き
春
寒
し

永

町

桜

井

政

士

口

薮
椿
ぽ
と
り
と
落
ち
し
坂
の
道

祝

町

今

川

開

成

春
雨
や
堅
き
瞥
を
解
し
つ
つ

祝

町

今

川

、

つ

め

新
し
き
名
札
に
替
へ
て
名
事
の
穿

新

町

岸

和

白

和

子

〔
評
)
持
薬
、
桔
梗
な
ど
名
の
あ
る

草
の
芽
が
土
を
割
り
始
め
た
。
古
い

名
札
は
一
年
の
風
雨
に
黒
ず
ん
で
し

t~ 

後

藤

亀

泉

選

思
ひ
出
す
父
の
鼻
唄
畑
を
打
つ

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

〔
評
〕
焔
を
耕
し
て
い
る
。
陽
春
が

一
良
一
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
の
ど
か
に

春
風
が
吹
い
て
、
打
ち
下
ろ
す
鍬
の

先
か
ら
土
が
と
ぶ
。
こ
う
い
う
時
、

父
は
い
つ
も
鼻
唄
を
唄
っ
て
い
た
。

上
機
嫌
で
。
今
は
亡
き
父
の
面
影
を

五
口
が
姿
に
重
ね
合
わ
し
な
が
ら
畑
を

打
つ
。

花
の
下
人
さ
ま
ざ
ま
に
歩
み
け
り

磯

浜

青

木

き

か

え

〔
評
〕
人
々
が
満
開
の
桜
花
の
下
に

群
れ
て
い
る
。
老
若
男
女
、
経
営
者
、

勤
労
者
、
主
婦
、
学
生
等
々
。
さ
ま

ざ
ま
な
人
生
を
歩
く
人
々
で
あ
る
。

花
見
の
あ
り
ょ
う
も
ま
こ
と
に
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
に
と
大
雑

把
に
述
べ
て
、
実
は
花
人
達
の
個
々

の
姿
態
を
鋭
く
描
い
て
い
る
。

マ
リ
ン
タ
ワ
i
春
一
番
を
切
っ
て
た
つ

港

中

央

富

雄

三

〔
評
〕
春
一
番
が
砂
援
を
捲
き
上
げ

て
吹
き
荒
れ
て
い
る
。
砂
壊
に
は
昨

日
明
す
る
が
、
兎
に
も
角
に
も
待
ち
望

ん
で
い
た
泰
の
到
来
を
告
げ
る
風
で

あ
る
。
物
み
な
風
の
下
に
惚
伏
し
て

い
る
中
で
、
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
だ
け
が
毅

然
と
突
っ
立
っ
て
嵐
を
切
っ
て
い
る
。

ま
っ
た
の
で
、
新
し
く
書
き
替
え
て

や
っ
た
の
で
あ
る
。

点
と
な
る
舟
胞
の
行
方
見
守
り
ぬ

髭

釜

川

上

弘

〔
評
〕
昨
曜
の
一
群
が
北
国
へ
帰
っ
て

ゆ
く
、
五
口
が
頭
上
に
あ
る
時
、
長
大

で
あ
っ
た
雁
の
樟
が
あ
っ
と
一
一
一
一
笛
う
間

に
小
さ
な
一
線
と
な
り
、
終
に
は
黒

点
と
な
っ
て
視
界
か
ら
消
え
去
ろ
う

と
し
て
い
る
。
帰
途
の
安
全
を
祈
り

な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
見
送
る
の
で

あ
る
。

片
栗
の
花
に
や
す
ら
ぐ
心
か
な

明

神

町

田

中

勝

校

〔
評
〕
桜
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
山

林
の
斜
面
な
ど
に
紫
の
花
を
き
か
し

ま
に
し
て
開
く
。
内
原
町
有
賀
地
区

の
群
落
は
有
名
で
、
傍
ら
の
農
道
に

縫
を
拡
げ
、
一
家
族
で
片
楽
の
花
見

を
し
て
い
る
の
を
見
掛
け
た
こ
と
が

あ
る
。
可
憐
繊
細
な
容
姿
に
心
を
安

ら
げ
る
の
は
作
者
ば
か
り
で
は
な
い
。



海
技
一
棋
の

失…

〆ア

一
中
ク
ン
ド

i

l

「
議
開
鰻
網
開
艦
設
」
遊
関
般

季
節
も
温
か
く
な
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
や
軟
式
野
球
を
行
う
の
に
絶
好
の
シ

ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

一
中
グ
ラ
ン
ド
の
ナ
イ
タ
ー
施
設
を

次
の
と
お
り
開
放
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
開
放
期
間

平
成
3
年
5
月
1
日
1
叩
月
回
日

V
開
放
時
間

午
後
7
時
i
午
後
9
時

V
使
用
料

町
内
チ

i
ム
・
一

O
、一一一

0
0円

前
外
チ

i
ム
・
ニ

O
、六
O
O円

マ
申
込
方
法

毎
月
1
日
・
目
白
(
日
・
祭
日
の
場

合
は
翌
日
)
の
午
前
9
時
に
行
わ
れ

る
抽
選
会
で
決
定
し
ま
す
。
た
だ
し

第
1
回
・
第
2
閣
の
抽
選
会
は
、
行

い
ま
し
た
o

w開
放
日
(
貸
出
臼
)
及
び
抽
選
日
は

下
記
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

第233号 (4)

ミテ釜8区
みゆき

岡山美幸ちゃん

( 3歳)

で
期
限
後
申
告
を
し
た
り
、
決
定
を
受

け
た
り
す
る
と
、
本
来
の
税
額
の
ほ
か
、

納
付
す
べ
き
税
額
の
十
五
%
の
無
申
告

加
算
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
早
く
申
告
を
さ
れ
る
よ
、
つ
お
勧
め
し

ま
す
。な
お
、
調
査
を
受
け
る
前
に
白
、
主
的

に
期
限
後
申
告
を
し
た
と
き
は
加
算
税

は
五
%
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
場
合
の
税
額
は
、
申
告
書
を
提
出
す

る
臼
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
修
正
申
告
の
場
合
と
同
様
延

滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

本
税
と
併
せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

手
続
き
等
に
つ
い
て
ご
不
明
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
相
談

室
又
は
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
、
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る

と
き
に
は
、
た
だ
ち
に
市
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。用
紙
は
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
告
を

「
期
限
後
申
告
」
と
い
っ
て
、
税
務
署

か
ら
決
定
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も

で
き
ま
す
が
、
税
務
調
査
を
受
け
た
後

レ
ジ
ャ
ー
ブ

i
ム
を
反
映
し
て
、
海

技
免
状
の
取
得
者
が
急
増
す
る
一
方
で
、

更
新
手
続
き
を
忘
れ
失
効
さ
れ
る
方
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
海
技
免
状
の
更
新
。

失
効
講
習
会
が
次
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

マ
と
き
一
平
成
3
年
5
月
幻
自
(
水
)

O
失
効
講
習

1
午
前
9
時
j
午
後
ロ
時
加
分

。
更
新
講
習
及
ぴ
4
級
引
換
未
了
講

習

1
午
後
1
時
加
分
1
午
後
4
時

V
と
こ
ろ
那
珂
湊
市
中
央
公
民
館

マ
講
習
対
象
小
型
船
舶
操
縦
士

(
更
新
、

4
級
引
換
未
了
及
ぴ
失
効

再
交
付
)

V
受
講
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

5
月
刊
日
頃
ま
で
に
、
鎌
野
海
事

君、よ

?/ 
'

口
H

月
/
働

象

受
付
時
間

著喜

業

立す

者

名

開
放
日
(
竹
)

U

A

l

九

%

1

%

 

U

A

l

u
川

%

1

%

 

V

A

l

九

九

j

五

%
i
u
m
 

%

1

%

 

U

A

l

弘

%

1

%

 

町

A

j

九

%
i
w
m
 

時豊
田

抽
選
回

-
時
∞
分

2
時
∞
分

1
待
日
分

2
時
日
分

9
昨
吋
鈎
分

日
時
日
山
分

l
時
日
分

2
待
日
分

1
時
∞
分

2
昨
吋
∞
分

1
終
日
分

2
時
村
山
分

1
時
日
分

2
時
日
分

1
時
間
ω
分

2
待
日
分

1
時
日
分

2
時
日
分

1
待
∞
分

2
時
∞
分

。。

5

，休

成
人
病
患
者
及
び
一
般
住
民

一
般
診
査
・
相
談

4
月
川
品
目

5
月
l
a

5
月
日
日

こtl土1;]< 1 水|水

1 

破ジ百
フ
{語テ日

風ア咳

予
防
接
干重

ふ。|ι|(Llιふ|(hiιι

生
後
川
抗
力
月
l
川
崎
ヵ
月
の
幼
児

2 

母
性
及
び
乳
幼
児

(
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
)

3 

出生 12人

死亡24人

転入81人

転出131人

代
理
士
事
務
所
(
那
珂
湊
市
栄
町

ー
の
7
の
却
・
官
臼
j
j
i
7
3
7
7
)

へ
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

催〕
(
財
)
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
協
会

〔
後
援
〕

関
東
運
輸
局
那
珂
湊
海
運
支
局

人口
( 4月1B現在)

母

子

相

談

6
月
1
日

6
月
日
日

7
同
月

l
臼

7
月
日
日

4 

経
口
生
ポ
リ
オ
投
与

生
後
3
ヵ
月

i
必
ヵ
月
の
乳
幼
児

5 

月

三

歳

児

健

診

6 

一
歳
の
誕
生
に
達
し
た
幼
児

人口 21，011人(-61)

男 10，357人(-39) 

女 10，654人(-22) 

世帯数6，231戸(一15)

木1*1月

7 

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

検

査

学
校
も
れ
者
及
び
一
般
も
れ
者

8
月
1
B

8
月
日
日

9
月
2
日

9
月
げ
日

日
月
1
日

8 

B

C

G

接

穫

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
陰
性
の
者

9 12111110 

月

L可

日
時
日
生
ポ
リ
オ
投
与

生
後
3
ヵ
月
j
M叩
ヵ
月
の
乳
幼
児

開催日 開始時間 催 事 名 開催場所 主 催 入場方法

5月12日(日) 10: 00 振 宇由 展 万1 ぷZミ3ミh 大会議室 防相ミハシ商事 自由

5月19日(臼) 21E部日 1103-3100 マンガ映画上映会 ホール 日立セントフル附 有料

5月24Bω 9 : 00 運転免許更新時講習会 大会議室 水戸地区交通安全協会 関係者

5月25日出 18: 30 大洗町民歌言毒自のど自慢大会 ホール 大洗町音楽協会 有料

5月26日{臼) 9 : 00 茨城の民謡コンクール大会 ホール 茨城県民謡民舞連合会 無料

6月2日(日) 9 : 00 民 言岳 民 舞 プマ包、 ZコE込三 ホール 7.1< 戸 門 ぷコス〉、 無料

火|火

H3.4.17現在

手L1破年百
傷テ自

民ア咳

予
紡
接
種

生
後
川
抗
力
月

1
日
制
カ
月
の
幼
児

ら

生
後
2
ヵ
月

1
3
ヵ
月
の
乳
児

生
後
5
ヵ
月

i
7
ヵ
月
の
乳
児

ρ
h
U
 

6

/
村

児

健

三よト
ロタ

狂
犬
嬬
予
鱗
詮
射
と

登
録
の
実
擁
じ
つ
い
て

次
の
臼
程
に
よ
り
、
み
な
さ
ん
が
飼

わ
れ
て
い
る
愛
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射

と
受
録
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

O
注
射
料
金
、
受
録
手
数
料
等
5
千
円

。
担
当
・
鈴
木
獣
医
(
程
的
!
2
2
0
6
)

※
な
お
、
当
日
都
合
で
受
け
ら
れ
な
い

場
合
は
、
担
当
獣
医
に
ご
相
談
下
さ

あ

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

0
6
月

4aω

専
門
療
法
士
来
所

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ

i

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練

を
必
要
と
す
る
者

※
雨
天
の
場
合
は
中
北
と
な
り
ま
す
。

「
機
能
関
譲
訓
練
」

お

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

0
5
月
刊
日
樹
0
5
月
比
百
附

0
5
月
打
臼
樹
0
5
月
幻
自
附

0
5
月

μ
日
樹
0
5
月
出
日
制

0
5
月
旧
日
掛

移
住
宅
の
団
地
名
及
び
構
造
@
家
賃

O
団
地
名
・
松
ケ
丘
町
営
住
宅
(
l
稜
)

O
構
造
・
筒
耐
2
階
建
、
和
室
6
畳
、

和
室
U
愛
2
捕、

v
h

o
家
賃
・
1
7
、
0
0
0
円
(
月
額
)

マ
受
付
期
間

平
成
3
年
4
月
日
日
1
5
月
四
日

wv
申
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
建
設
課
(
宮
町
!
5
1
1
1
)

※
(
申
込
用
紙
は
建
設
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。
)

》
入
居
資
格

ω町
内
に
活
住
ま
た
は
勤
務
先
を
有

し
、
現
在
住
宅
に
悶
っ
て
い
る
方
。

凶
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
の
あ
る
方
。

同
入
居
申
込
み
を
し
た
日
に
お
い
て
、

過
去
1
年
間
の
所
得
(
所
得
税
法

に
よ
る
控
除
後
の
額
)
か
ら
、
扶

養
親
族
1
人
に
つ
き
抑
千
円
を
控

除
し
た
額
の
平
均
月
収
が
日
子
側

円
を
超
、
ぇ
間
千
円
以
下
の
方
。

(
建
設
課
)

(5/12~6/2) 

お

E詰主な催しのみです。詳しくは大洗文化センタ 霊堂66-2442へお問い合わせ下さい。

大洗町では、学校給食調理員と学校用務員の臨時職員を次に

より募集しています。

。年 齢 .60歳佼までの男女

。賃 金@日給 4，200円

。勤務時間(午前 8時30分より)

調理員一 7時間・用務累 8時間

。勤務場所南中学校・祝町小学校

。申込み及びお問い合わせ先

教育委員会事務局盤 66-2411

襲警喜
子供のために働いてみませんか

最
近
、
野
犬
が
多
く
兇
か

け
ら
れ
、
野
犬
に
よ
る
事
故

等
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
茨
城
県
動
物

指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、
野
犬

の
駆
除
を
目
的
と
し
た
『
薬

殺
駆
除
』
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、

充
分
注
意
し
て
放
し
飼
い
を

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

wv
駆
除
期
間

5
月
日
日
開
i
白
日
出

す
駆
除
場
所

大
洗
町
全
域

(
厚
生
課
)

ー
動
齢
不
都
監
で
も
牛
乳
、
か
飯
め
ま
す

1

待問

9: 30-10: 00 
10:15-11:00 
n: 10-11: 30 

1:15-1:45 
1: 50-2: 20 
2:30-3:30 

9:30-10:00 
10: 10-10:50 
11:00-11:30 

1:15-1:45 
1:55-2:30 
2:40-3:30 

9: 30-10: 00 
10:10-10:50 
11: 00-11: 40 

1:15-1:50 
2:00-2:30 
2:40-3:20 

9:30-9:50 
10: 10-10: 30 
10: 50-11: 20 

1: 30-3: 30 

ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
り
す
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
な
り
や
す
い
人
の
た
め

に
、
乳
糖
を
百
%
分
解
し
て
あ
る
牛
乳

が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
牛
乳
に

弱
い
人
で
も
安
心
し
て
飲
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
普
通
の
牛
乳
を
飲
む
場
合
は

一
白
刊
j

m
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
ぐ
ら
い
か

ら
飲
み
は
じ
め
て
少
し
ず
つ
震
を
増
や

し
て
い
っ
た
り
、
温
め
て
飲
む
な
ど
の

工
夫
を
す
れ
ば
、
じ
よ
う
ず
に
飲
め
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
、

一
日
一
本
牛
乳
を
欽
み
ま
し
ょ
う
。

(
栄
養
士
・
野
口
洋
子
記
)

牛
乳
を
飲
む
と
お
腹
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す

る
人
が
お
と
な
の
人
に
よ
く
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
乳
糖
不
耐
症
」
と
い
っ
て
、

牛
乳
の
中
の
乳
糖
を
分
解
す
る
酵
素
が

な
か
っ
た
り
、
弱
か
っ
た
り
す
る
人
に

起
こ
る
症
状
で
す
。
牛
乳
の
中
の
乳
糖

は
、
小
腸
で
ラ
ク
タ

i
ゼ
と
い
う
酵
素

に
よ
り
吸
収
さ
れ
や
す
い
形
に
変
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
酵
素
が
な
い
、
あ
る
い

は
働
き
が
弱
か
っ
た
り
す
る
と
腸
内
に

残
っ
た
糖
分
を
薄
め
よ
う
と
し
て
、
た

く
さ
ん
の
水
分
が
腸
内
に
入
っ
て
下
痢

を
起
こ
し
た
り
、
乳
糖
が
発
酵
し
て
炭

酸
ガ
ス
が
発
生
し
、
お
腹
が
は
っ
た
り

午

前

午

後

午

前

午

後

午

前

午

前

午

後

場所

祝町亀屋商庖直言
大洗明治記念館前
大洗神社第一鳥居前

大洗港湾入口漁呉倉E事前
二了目観音様前
大洗町保健センター前

E童福寺前
藤本ペンキ 1古前
永町豊後震旅館前

永町掘割集会所前
髭釜富了御不動尊前

大洗駅前

桜道丸魚会館前
髭釜道祖神前
大賞小学校前

大震集会所前
角一課訪神社前
夏海農協前

松)11公民館前
松川岡野商 1缶詰立
神山集会所前

大洗保健センタ 前

ンレE
M

2
4
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5月10日

5月9日

5月8B

5月7B

お

(金)

(水)

木

(火)

算書


